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スクーリングを終えて 通信教育コース  余慶 尚子 

 

「面白かった！！」というのが率直な感想です。 

辰巳先生の講義が分かりやすくて、しかも奥が深い。 

「大学の講義レベルなんじゃない？」というくらいの質の高さで、もっと受け

たい！ 

その奥深さをもっともっと知りたいと思える 3 日間でした。 

 

私は他校にて少し中医学を学び、自宅にてひとりで勉強することも苦なくで

きていたのですが、実際にスクーリングに参加してみると、中医学の未知な

る深さを痛感いたしました。そして、薬膳料理を作ることの意味、その難しさ

や責任も感じることができました。この内容の濃いスクーリングを受けた後

は、勉強に取組む姿勢も変わり、より深いところで理解することが可能にな

りました。これからは実践を多く積み、色々と試みてみたいと思っています。

また、一緒にスクーリングに参加した仲間たちとこれからも切磋琢磨してい

きたいと思っています。 

 

「通信教育コース」にて、これからスクーリングを考えている方は、少しでも

多くの中医学理論についての知識があると辰巳先生の講義がより面白く感

じることができると思います。 

2013 年 冬冬期期ススククーーリリンンググ 

2013 年１月 25 日(金)・26 日(土)・27 日(日) 

本 草 薬 膳 学 院 9F 教 室  

まだ寒い日が続く１月。通信教育コース生を対象にした、冬期スクーリングが本学院で開催

されました。全国から参加されました 16 名の通信生の皆さんは 3日間、劉学院長・松本先生の

講義に熱心に耳を傾けておりました。 


